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 概　要

　　　私達は、セルロースナノファイバーを使って、透明な紙を開発しました
（図１）。この紙は、ガラス並みの透明性と低熱膨張性を有し、プラスチッ
クフィルムより耐熱性に優れています。この紙を基板として、電子デバイ
スへの応用を進めています。

 技術内容

　　　これまでに、電気の流れる透明な紙やペーパートランジスタ、導電性配線基板、ペーパーアンテナ、導電性イ
ンクの開発を行ってきました（図２）。

 
　　　さらに、新聞や雑誌を印刷するように電子デ
バイスを製造する技術：プリンテッドエレクト
ロニクスの開発も行っています。この研究テー
マでは、伸縮性導体、高導電性印刷配線の実現
に向けた受理層、銀ナノワイヤを用いた透明導
電膜・アンテナの開発を行っています（図３）。

詳しくはこちらをご覧下さい。
http://www.nogimasaya.com/

ナノセルロースペーパーの
電子デバイスへの応用
Printed electronics on nanopaper

 キーワード　Keyword
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 応用分野　Application
フレキシブルデバイス、太陽電池、電子ペーパー、高周波アンテナ、
fl exible device, solar cell, paper display, RF-ID tag

 目的・期待される効果
○ガラスの透明性と低熱膨張性　○紙の折り畳み性・軽量性・環境調和性・低コスト
○プラスチックを凌ぐ耐熱性
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